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柳窪の歴史をたどって パートⅠ

パートⅠ 序⽂と村の誕⽣

東久留⽶市の⻄端に、深い緑に抱かれた柳窪の旧集落があります。 写真

は、緑の⾊濃い柳窪の光景です。 ここには、江⼾後期から明治期に建てら

れた何棟もの⼤型農村家屋が集落の伝統と共に、⼈々に守られ現存して

います。 昔の武蔵野の農村⾵景を偲ぶことができる貴重な地域です。 旧

久留⽶村は⼗⼆⼤字（オオアザ）、落合、神⼭、⾨前、⼩⼭、前沢、南

沢、下⾥、柳窪、野⽕⽌、⽥無、柳窪新⽥、栗原新⽥から成り⽴ちまし

た。 「この中で、柳窪に古い伝統が残っているのはなぜ？」、そんな疑問を

胸に同旧集落内の野崎市郎邸へと向かいました。

本編では、同⽒に伺ったお話をもとに旧柳窪集落の歴史を辿ってみました。

本取材に関し⼒久俊治⽒のご協⼒をいただきましたことを深謝いたしま

す。

柳窪旧集落へと誘う⼩道です。

歴史の舞台が、この先にあります。

突き当たりが本⽇の訪問先、野崎市

郎邸です。

樹齢２００年を超える屋敷林の巨

⽊が出迎えてくれました。

野崎市郎⽒です。

1920年⽣まれで９１歳になられま

す。 野崎市郎翁は、東久留⽶市

郷⼟研究会の会⻑をされておられ、

同会の会誌創刊20周年記念誌『地

誌 ふるさと東久留⽶』発刊時の委

員⻑も務めておいででした。 現在

は、柳窪旧集落の景観を次世代に

残すべくご尽⼒されています。 今や

武蔵野の宝とも称される柳窪旧集落

の守り⼈は、柳窪の、いや⽇本⼈の

⼼の守り⼈でもありました。 優しく諭

して⽈く「歴史を通して先祖の教えを

知ることが⼤事ですよ。」と。

現在も、午前中は農作業をされてい

るそうです。

130年余の家屋を⽀える⼤⿊柱と

柳窪旧集落の伝統を⽀える⼤⿊

柱・野崎市郎翁、両者の⾵格を御

覧ください。

『旧村内の道が語る開墾の歴史』

旧集落の道はくねくねとしており、時に

デコボコした道端があります。

この地に移り来た⼈々は、⾒渡す限

りの原野を⼀鍬⼜⼀鍬と掘り起こし、

⼰の地所を切り開いていきました。地

境に⽣まれたこの道は、ご先祖の開

拓の歴史であり、道端の形は先⼈の

鍬が⽌まった開墾の⾜跡ということで

しょうか。

武蔵野の原野だった柳窪で開拓が

始まったのは江⼾初期と思われます

が、記録がありません。柳窪の名前が

始めて記録された寛永10年

（1670年）を村の成⽴年度とされ

ています。

『ご参考までに』

時代が下がって享保期に開拓された

柳窪新⽥（現南町、弥⽣町）に⾏

くと写真のように直線の道路の両側に

屋敷が並びその奥が短冊形の畑地と

いう整然とした⾵景が⾒られます。

これは、幕府の⼤規模新⽥開発政

策に沿って開発された享保版計画都

市の名残だそうです。以前は道路北

側に側溝があって⽟川上⽔から分⽔

し畑に潅漑していたそうです。

柳窪新⽥の⼊植についてこんなエピ

ソードを伺いました。

「川越の⽅で⽶作りをしていたお百姓

がおりました、そこは毎年のように川が

氾濫するので度重なる被害に疲れき

り、ついには川のないところで畑を作ろ

うと故郷を離れ⽔のない柳窪に来た

そうです。 そこにも荒野と⽇照りとの

戦いが待っているのですから、それなら

今までのところで我慢した⽅がましだと

周囲の⼈たちは考えます。 でも⼈っ

てものは⼼機⼀転しなければ、どうし

ても前に進めない⼼持ちになるときが

あるものです。」と。 江⼾の昔に⾟い

⾟い思いをした⼈達と、今回の東⽇

本⼤震災の被災者の⼼情と重ね合

わせ、⾊々考えさせられるお話でし

た。

『旧柳窪の四本柱』

この地は昔から野崎・村野・奥住・内

⽥の四家が代々受け継いできまし

た。しかし、それぞれのご先祖がいつ、

どこから移ってきたか、はっきりとは分か

らないそうです。

当然集落内は同姓だらけになります

から、お互いを屋号で呼ぶそうです。

こちらの屋号は『奈良⼭』。分家のこ

とを新家（シンヤ）といいます。こちら

の分家さんは『奈良⼭新家』となりま

す。 幕府が度々“分地禁⽌令”を

出したこともあり、分家は頻繁にはで

きませんでしたが“隠居新家”というの

がありました。 これは親の代が下の

⼦を連れて分家をするのです。 家は

⻑男に任せての隠居という体をとって

いますが、実は分家禁⽌令をかいくぐ

る分家の便法でもあったようです。

本家と分家は、仕事上はライバルで

すが、精神的・物質的に助け合う⼼

強い相互扶助の関係でもありまし

た。このような親戚付合いは何代にも

わたって、今⽇まで続いているそうで

す。 このことが⼀族や集落内の団結

⼼が強い⼟地柄を⽣み、さらに先祖

の残した伝統を守る柳窪魂の⼟壌を

育んだのだと思いました。

本編では、村の誕⽣の歴史にスポッ

トを当ててみました。

引き続きパートⅡでは、柳窪魂の源

を探ってみたいと思います。
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